
第1章 総則

第1節 適用
1 本特記仕様書は，三川ダム管理地草刈及び流入物処理委託業務に適用する。

第2章 施工条件
第1節 安全対策

1 業務中の安全確保 必要に応じ，防護板等により，除草時の飛び石を防護し，第三者への危険を防止するものとする。

　
第2節 施工内容（用語の定義）

1 除草 指定範囲内の草刈を行い、搬出する。

2 塵芥処理 指定範囲内の塵芥を収集し、適正に分別（可燃物・不燃物・ビン・缶・ペットボトル等）し、仮置場へ搬出する。

3 流木処理 指定範囲内の流竹木（直径3cm程度以上の木・竹）を分別収集し、再資源化施設に搬出する。

第3節 処分
1 刈草の搬出

施工範囲図１に示す１－5及び施工範囲図４に示す４－２～３の除草範囲を集草、運搬及び処分の対象とする。
その他の除草範囲については、除草のみとし現場へ刈り置きしておくものとする。
当該業務により発生する刈草の処分先については、次の条件を想定している。
運搬費及び処分費

2 流木，伐木及び伐竹の処分
当該業務により発生する流木の処分先については、次の条件を想定している。
運搬費及び処分費

3 やむを得ない事情により上記により難い場合は，発注者と請負者が協議のうえ，別途決定するものとする。

第4節 その他
1 施工範囲

　現地の状況により,範囲を変更することがある。

2 写真撮影
　ポール等で施工範囲が分かるようしたうえで，業務名，作業場所，日付を記入した黒板を入れて，施工前，施工中，施工後を写真に撮影するものとする。

3 本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または，その内容に疑義が生じた場合は，監督員の指示を受けること。

特　　記　　仕　　様　　書

世羅町内における刈草は尾三地方森林組合の処分場に運搬、処分している。したがって、正当な理由がある場合を除き
刈草処分に要する費用（単価）は変更しない。

運搬費と受入費の合計が最も経済的になる再資源化施設を見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き処分に要する費
用（単価）は変更しない。


